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1. 私の専門

対象 第二次世界大戦後の占領期日本におけるラジオ放送

方法 アーカイブ調査により放送音源を発掘し、

書き起こし、歴史的一次資料を独自に作成

本来は消えてしまうラジオ放送のことばを分析する

目的 ラジオからしか聴こえてこない、これまで

聞き流されてきた戦後日本の声と姿を明らかにする
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2. 私の来歴
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アメリカ全寮制高校に単身留学

タンザニアで教育開発学を学ぶ
大学で文化人類学専攻、フィールドワーク

ブータンにて卒論調査
国民総幸福量 Gross National Happiness



NHKアーカイブスに眠る声を聴く

占領期ラジオ番組『街頭録音』との出会い

・日本専門家を多く擁する民間情報教育局

CIE (Civil Information & Education Section)

文化・教育改革を広く管轄した

・CIEに重視された占領期ラジオ放送

＝ 戦後日本大衆文化の礎 

・「マイクの開放」で拾われる民衆の声

「思想・言論の自由」を体現

実際の音源から聞こえる「ちぐはぐ」

占領期日本の姿を、ことばから聴きなおす
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画像出典：『NHKアーカイブス』「アーカイブス編：
貴重な映像資産を次世代に伝える」
https://www2.nhk.or.jp/archives/articles/?id=C0010298



画像出典：こまつ座「the座とグッズ」http://komatsuza.co.jp/thegoods/index.html
PHP総研「Voice 2024年9月号」https://www.php.co.jp/magazine/voice/topix.php?unique_issue_id=12561
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画像出典：
NHK Facebook https://www.facebook.com/193924110634262/photos/3611870888839550/?_rdr
kyoto_satsuki Instagram https://www.instagram.com/kyoto_satsuki/p/CJQn0ADlR8C/?img_index=1
NHK WORLD「Wolf Children / KAMIICHI, TOYAMA ANIME SANCTUARIES」
https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/shows/3025074/



画像出典：
NHK『マイあさ！』https://www.nhk.jp/p/my-asa/rs/J8792PY43V/episode/re/J94KG56ZWX/kyoto_sats
NHK『アナウンサー百年百話』https://www.nhk.jp/p/ana100/rs/MVYJ6PRZMX/episode/re/NW9QK8MPJP/

TBSラジオ「荻上チキ・Session」https://www.youtube.com/watch?v=z2aSTeTxdjk
TBSラジオ「武田砂鉄 × 太田奈名子【アシタノカレッジ】https://www.youtube.com/watch?v=5ieNwqjEhbc



画像出典：NHK 「 "放送100年プロジェクト"が伝えたいこと」
https://www.nhk.or.jp/info-blog/674381.html

第51回放送文化基金賞

ラジオ部門・優秀賞受賞

https://www.nhk.or.jp/info-blog/
https://www.nhk.or.jp/info-blog/
https://www.nhk.or.jp/info-blog/
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3.占領期ラジオ放送と
女性の声

1947年4月22日放送
夜の有楽町にて録音

「青少年の不良化をどうして防ぐか
ガード下の娘たち」







画像出典：歴史写真刊行委員会編（1995）『朝日歴史写真
ライブラリー 戦争と庶民4 進駐軍と浮浪児』朝日新聞社 p.109 

「将来に対する希望なんか持ってないのかね」

「人間ですもん、ないってことはないでしょう？」

送り手

「占領期メディア最大のタブーを破った番組」

不良化防止ならOK＝民主化に資する〈声〉

受け手「真に私たちの胸をうつものがあつた …

どうすることも出来ないものを感じられる」

送り手の意図せぬ共鳴を喚起する〈肉声〉

⇨「放送内容」 + 送り手・受け手資料を総合し、

占領期ラジオ放送の〈肉／声〉の両義性を指摘
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・これまでの一般的理解

1946年元旦、主要新聞各紙に掲載された

昭和天皇の「新日本建設ニ関スル詔書」を指す

→ ラジオ放送されず、「人間」という言葉も無かった

・拙著の主張

青少年不良化防止の〈声〉 として放たれつつも、

聴取者に「人間」とは何かを想い巡らせる〈肉声〉として響く

→ 占領期ラジオ放送における「人間」の空白を埋めた「姐さん」の叫び

真の「人間宣言」は、この叫びだったのでは？
14

昭和天皇、あるいは「姐さん」の「人間宣言」



画像出典：国際日本文化研究センター https://www.nichibun.ac.jp/ja/
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The Library of Congress (The record sound division)

画像出典：筆者撮影

海外アーカイブにて音源調査



National Archives and Records Administration 

(The moving image and sound division)

画像出典：筆者撮影



実際に海外で女性の声を聴く





国際シンポジウムで知見を深める



7月11日（金）／12, 13日（土, 日）国際シンポジウム

国際的視野から眼差す日本メディアと大衆
文化史ー放送100周年に見出す知と課題ー
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市民の興味・関心を引き付ける



画像出典: https://www.womenshealthmag.com/jp/wellness/a38754369/over-the-sun-20220211/
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OVER THE SUN （2021年）
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画像出典:  https://www.nhk.or.jp/archives/history/r-hososhi/03/



「婦人の解放」は占領期ラジオ放送の主眼であった

→ 本当に今年放送開始100周年、戦後80年を迎えているか？

国際日本文化研究としての「日本女性の声のメディア史」
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画像出典：クローズアップ現代 2024年６月11日
https://www.nhk.or.jp/gendai/articles/4600/

画像出典：歴史写真刊行委員会編（1995）
『朝日歴史写真ライブラリー 戦争と庶民4
進駐軍と浮浪児』朝日新聞社
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